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平成 22 年 3 月期 第 2 四半期連結累計期間  

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 9 月 29 日に公表した平成 22 年 3 月期 第 2 四半期連結

累計期間の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 （金額の単位：百万円） 

平成 22 年 3 月期 第 2 四半期 連結累計期間 連結業績予想数値の修正 

（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）                                           

 売上高 営業利益 経常利益 四半期  

純利益 

1 株当たり   

四半期純利益

 

前回発表予想(A)       

百万円

148,000

百万円

△5,000

百万円

△7,000

百万円 

△14,000 

円 銭

△54.35

今回発表予想(B) 150,700 △2,400 △4,100 △14,500 △56.29

増減額(B-A) 2,700 2,600 2,900 △500 -

増減率(%) 1.8 - - - -

（ご参考）前期第 2 四半期実績

（平成 21 年 3 月期第 2 四半期） 

196,790 4,979 4,403 3,789 14.71

                                              

1.修正の理由 

 売上高は前回予想に比べ 27 億円増加の 1,507 億円となる見込みです。これは主に制御事業の

売上高見通しが増加することによるものです。営業損失は前回予想に比べ 26 億円改善し 24 億円、

経常損失は 29 億円改善し 41 億円となる見込みです。これは棚卸評価損の計上等の結果、計測

機器事業の営業損失が前回予想に比べ増加するものの、制御事業の売上高増加及び粗利率 

改善により同事業の営業利益が増加すること、また、全事業セグメントにおいて固定費の削減額が

前回見込みを上回ることによるものです。四半期純損失は前回予想に比べ 5 億円増加し 145 億円

となる見込みです。これは主に投資有価証券評価損 14 億 62 百万円及びソフトウエア関連の評価

損 5 億 62 百万円を新たに計上する見込みであること、また、フォトニクスビジネス関連の固定資産

の減損損失が 53 億 49 百万円と前回見込みの 50 億円から増加する見込みであること等によるもの

です。 

 



2.通期業績予想について 

通期の業績予想については、フォトニクスビジネスの事業方針の変更及び円高による売上高 

減少の影響等を精査のうえ、平成 22 年 3 月期 第２四半期連結累計期間の業績発表時     

（平成 21 年 11 月 10 日を予定）に改めて発表いたします。 

以  上 
 

（参考資料） 

①事業の種類別セグメント 受注高 予想                単位：億円                         

第 2 四半期連結累計期間 
事業の種類別セグメント 

前回予想(9/29) 修正予想(10/27) 差異 

制御事業 1,320 1,313 △7 

計測機器事業 135 127 △8 

その他 95 107 12 

合計 1,550 1,547 △3 

 

②事業の種類別セグメント 売上高 予想                 単位：億円                        

第 2 四半期連結累計期間 
事業の種類別セグメント 

前回予想(9/29) 修正予想(10/27) 差異 

制御事業 1,220 1,245 25 

計測機器事業 135 133 △2 

その他 125 129 4 

合計 1,480 1,507 27 

 

③事業の種類別セグメント 営業利益 予想               単位：億円                        

第 2 四半期連結累計期間 
事業の種類別セグメント 

前回予想(9/29) 修正予想(10/27) 差異 

制御事業 50 84 34 

計測機器事業 △100 △111 △11 

その他 0 3 3 

合計 △50 △24 26 

 

 


